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『働くことを軸とする安心社会～
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西
部
地
協
は
、
６
月
10
日
（
金
）
18
時
30
分
～
浜
田
市
内
に
お
い

て
、
連
合
島
根
推
薦
首
長
で
あ
る
浜
田
市
長
の
「
久
保
田 

章
市
」
氏
を

お
招
き
し
て
、
浜
田
市
政
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。 

 

当
日
は
、
連
合
島
根
か
ら
成
相
会
長
に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小

し
、
浜
田
地
区
会
議
議
長
・
事
務
局
長
お
よ
び
構
成
単
組
・
支
部
代
表
者

を
中
心
に
参
加
を
要
請
し
、
総
勢
16
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。 

 

冒
頭
、
高
平
議
長
お
よ
び
成
相
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
た
の

ち
、
久
保
田
市
長
か
ら
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
「
最
近
の
浜
田

市
の
取
り
組
み
～
人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
を
中
心
に
～
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。 

 

講
演
で
は
、浜
田
市
の
人
口
推
移
の
中
で
1955
年
以
降
ず
っ
と
減
少
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
下
、
浜
田
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
主
な

施
策
と
し
て
⑴
雇
用
の
場
の
確
保(

①
市
役
所
内
に
販
路
開
拓
支
援
部
隊

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
③
IT
企
業
の
誘
致
④
農
業
法
人
の
誘
致)

、
⑵

若
者
対
策
（
若
い
カ
ッ
プ
ル
支
援
事
業
）
⑶
人
材
誘
致(

①
シ
ン
グ
ル
ペ
ア

レ
ン
ト
介
護
人
材
の
誘
致
②
若
い
音
楽
家
の
誘
致)

、⑷
関
係
人
口
の
活
用

(

①
浜
田
応
援
団
の
組
織
化
②
市
出
身
若
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り)

な

ど
の
現
在
浜
田
市
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
具
体
的

に
お
話
を
い
た
だ
い
た
。 

 

そ
の
後
、
交
通
政
策
を
含
め
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
や
浜
田
沖
、
天

然
ガ
ス
の
試
掘
へ
の
期
待
な
ど
の
質
問
や
意
見
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
た
。 

 
 

続
い
て
同
会
場
に
て
市
長
を
交
え
参
加
者
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
和
気

あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
の
中
で
、
久
保
田
市
長
と
の
今
後
の
連
携
と
懇
親
を

深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。 

 

 

 

 

今
年
も
8
月
6
日
の
「
広
島

原
爆
の
日
」、
8
月
9
日
の
「
長

崎
原
爆
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
広

島
で
は
8
月
5
日
～
6
日
に
、

長
崎
で
は
8
月
8
日
～
9
日

に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
合
平

和
行
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
部
地
協
か
ら
平
和
行
動
in

広
島
に
大
田
地
区
か
ら
丸
山
怜

志
さ
ん
（
大
田
市
職
員
連
合
労

組
）
邑
智
地
区
か
ら
澁
谷
崇
裕
さ

ん
（
JP
労
組
石
見
支
部
）
江
津

地
区
か
ら
津
村
健
太
さ
ん
（
江
津

市
職
労
）
浜
田
地
区
か
ら
藤
野
凌

司
さ
ん
（
中
電
ユ
ニ
オ
ン
三
隅
発

電
所
支
部
）
益
田
・
鹿
足
地
区
か

ら
宮
下
将
典
さ
ん
（
津
和
野
町
職

労
）
の
５
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

広
島
で
は
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー 

ク
に
参
加
し
原
爆
投
下
の
歴
史

の
検
証
と
語
り
継
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
後
、
平
和
集
会
に

参
加
し
、
前
段
で
女
性
委
員
会
等

が
作
成
し
た
折
り
鶴
を
献
納
し

ま
し
た
。 

平
和
集
会
で
は
、
地
元
広
島
代
表

者
や
主
催
者
代
表
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
高
校
生
平
和
大
使
と
し

て
の
1
年
間
の
取
り
組
み
内
容

と
成
果
な
ど
に
つ
い
て
資
料
に

基
づ
い
て
学
習
し
た
。
ま
た
、
平

和
集
会
に
引
き
続
き
2020
年
核
兵

器
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
に

向
け
た
核
兵
器
廃
絶
1000
万
署
名

必
達
を
め
ざ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、
外
務
省
報
告
と
し

て
2020
年
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約

運
用
検
討
会
議
内
容
の
報
告
や

中
国
新
聞
藤
村
論
説
委
員
か
ら

「
核
拡
散
防
止
条
約
再
検
討
会

議
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
NPT
の

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
成
果
な
ど

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

 

平
和
集
会
で
は
、
地
元
連
合

広
島
代
表
者
や
主
催
者
の
連
合

本
部
芳
野
会
長
あ
い
さ
つ
、
国

際
労
働
組
合
総
連
合
（
ITUC
）
シ

ャ
ラ
ン
・
バ
ロ
ウ
書
記
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、
中
国
新

聞
社
「
水
川
恭
輔
」
編
集
委
員

か
ら
『
核
兵
器
使
用
の
非
人
道

性
と
核
兵
器
禁
止
条
約
』
と
題

し
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
被
爆
体
験
証
言
と
し
て
「
切

明
千
枝
子
」
氏
か
ら
一
瞬
の
う

ち
に
地
獄
と
化
し
た
広
島
の
原

爆
投
下
時
の
実
相
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
高
校
生
平
和
大
使
『
ビ

リ
ョ
ク
だ
け
と
ム
リ
ョ
ク
じ
ゃ

な
い
！
』
と
し
て
、「
核
兵
器
の

廃
絶
と
平
和
な
世
界
の
実
現
」

を
訴
え
、
1
年
間
の
取
り
組
み

内
容
と
成
果
な
ど
に
つ
い
て
資

料
に
基
づ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら

の
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
参
加
者
全

員
で
確
認
し
ま
し
た
。 

 

 

   

 

平
和
行
動
in
長
崎
に
は
、
西

部
地
協
青
年
女
性
委
員
会
か
ら

畔
柳
拓
真
さ
ん（
日
本
製
紙
労
組

江
津
支
部
）１
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

平
和
集
会
で
は
、被
爆
者
の
訴

え
と
し
て
「
三
瀬
清
一
朗
」
氏
か

ら
被
爆
体
験
証
言
と
し
て
原
爆

投
下
時
の
長
崎
で
起
き
た
様
々

な
む
ご
た
ら
し
い
惨
状
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
く
中
で
、恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け
核
兵
器
廃

絶
へ
の
新
た
な
一
歩
を
歩
む
こ

と
を
集
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
共
有
し
ま
し
た
。 

2
日
目
の
午
前
中
に
は
現
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
平
和
案
内
人
）

の
「
田
川
恵
美
子
」
氏
に
ガ
イ
ド

を
お
願
い
し
、島
根
独
自
の
ピ
ー

ス
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、原
爆
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真

や
遺
品
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
受
け
、原
子
力
爆
弾
の
恐

ろ
し
さ
と
非
人
道
性
の
強
い
武

器
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る

と
と
も
に
、こ
の
実
相
は
戦
争
の

惨
禍
で
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
み

平
和
を
希
求
す
る
思
い
を
強
め

核
兵
器
廃
絶
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。 
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 西部地協は、7月30日（土）14時から浜田市「いわみーる401研修

室」において、2022年度エネルギー研修会を実施した。 

 研修会の内容は、東京の「原子力発電環境整備機構」（NUMO）のご

協力の下、「高レベル放射性廃棄物の地層処理」についての研修会を実

施した。日本の電気エネルギー源として、原子力による発電が現存する

中にあって、核燃料の再処理時に発生する高レベル放射性廃棄物や将来

的に原子力発電の廃炉時の放射性廃棄物のなどの処理方法について、避

けて通れない大きな課題となっている。今回、高レベル放射性廃棄物の

処理方法として、高レベル放射性廃棄物を高温で溶かしたガラス原料と

溶かし合わせ、固体化（ガラス固体）について、地下300ｍより深い安

定した岩盤に埋蔵するという「地層処分」について学習した。地層処分

は、地上での保 

管よりリスクが 

少なく将来世代 

の負担軽減につ 

ながるなどの説 

明を受けたが今 

後、幅広く国民 

的コンセンサス 

を得る取り組み 

が大きな課題と 

なっている。 

とが 

 

 
地層処分場イメージ図 

 

 

 

○最低賃金引き上げの取り組み 
 ２０２２年度（令和４年度） 

  令和４年度の取り組み方針は、若者に島根に留まって仕事をしても

らえる魅力ある環境づくりなど様々な課題について公・労・使で議

論を展開し、労働者全体の底上げ、処遇の改善を図るため、島根地

方最低賃金の引き上げに向けて取り組みを展開した。 

１）島根県地域別最低賃金引き上げ結果 

   引き上げ額は、３３円で島根県の最低賃金は８５７円となった。  

    下回ったら法律違反！ 

効力発効日：令和４年１０月５日 
 

 

 

☆社会的セーフティネット 
～自立と参加を支援する重層的なセーフティネットへ～ 

 
 日本では、非正規雇用で働く人が全体の４割に達し、1,000万人以上

の人が年収200万円以下で働いています。一方、非正規雇用では社会保

険、雇用保険が適用されていないことが多く、社会的セーフティネット

が十分に機能していません。 

 また、生活保護世帯は2016年２月の時点で約160万世帯まで増え、特

に現役世帯の割合が増加。自殺者数も1998年以来、年間３万人を超えて

おり、経済苦による自殺の頻発も、社会的セーフティネットが機能して

いない表れといえるでしょう。 
 連合は、就労や仕事を通じて自立と社会参加を実現できる社会をめざ

し、セーフティネットの構築に取り組んでいます。 

 


